
城陽市障がい者自立支援協議会 

 第 21 回 就労部会報告書  

 2014年 6月 

標記について下記のとおり報告します。                    報告者 部会長 竹内 仁  

日  時 2014年 6月 26日（木) 

場  所 城陽市福祉センター  

出 席 者：(有)ファンシステム(1名)、（株）ナプラス（1名）、宇治支援学校(1名)、あんびしゃ(1名)、あっぷ(1名)、福祉課 

(1名)、はぴねす（1名）、城陽作業所(1名)、野の花（1名）みんななかま(2名)、（参加者数：11名） 

欠席者：庭一造園(1名) 、就労促進授産支援ネットワーク（1名)、魁(1名) 

検討課題 

1．福祉情勢・就労に関する情報の共有、2．各事業所で「働く」をどのように考えていくか 3．ステップアップの取り組み

にむけて 4．福祉事業所見学会にむけて 5．その他（プレゼンテーションについて 等） 

【議事録】 

３．ステップアップの取り組みにむけて 

・インターンシップについて 

＊今まで、こういう受け入れをしたことが無いので、何をしていただいたらよいのか分からなかったので、こちらのやってい

る作業内容を説明して、できることを判断してもらえたらと思う。 

＊仕事内容 

①発泡スチロール作業 

・カッターで袋を開けてゴミが混ざっていれば取り除く。 

・取り出した中身をトンボで押して、ベルトコンベヤーにのせる。 

・処理機から出てきたブロックを積んでいく。 

②プラスチック容器作業 

・ゴミを分別する。 

・プラスチック容器をフレコンバッグに移し替える。 

＊トラックの回収作業についていくことはできるのか。 

＊早朝が多いので、やってもらえることはほとんどない。 

＊カッターが不安な人はハサミでやることができるか。分業についてはどうか。 

＊できないことはないが、効率の問題だと思います。また、分業については、袋を開けた人が検品もするというのが自然な流

れになる。実際にやってみてもらわないと分からないところだと思う。 

＊このあいだの見学会に参加した人は、イメージもつきやすいと思う。 

＊安全なカッターを使ってやるという方法もできる。 

＊空調が無いため、すごく暑くなるので１０月以降くらいが季節的にはいいのではないか。 

＊きついことを体験することも大事な経験になると思う。 

＊９月頃にあんびしゃから先発で行ってもらってもいいのではないか、まずは見学して見通しをもってから行ってもらいた

い。 

＊時間帯は、提案された１０時～１５時で大丈夫である。 

＊現場の方と同じ時間帯でするということも大事なので、いつでも大丈夫。 

＊夏場は水分補給を随時している。 

＊城陽の他の企業で心当たりはあるか 

＊前回出ていたＤＩＶＥの店長は地元のつながりは強い方である 

＊実施要項を持って行くのにも来て頂きたい。 

＊一緒に行くのは構わない。あと、Ｋブレンドというコーヒー店で、福祉系からクッキーを仕入れて売っているのを見た。 

 



４．福祉事業所見学会にむけて 

＊はちみ会、パレットミル、甲賀などが候補になっている。先進的な取り組みで高収益をあげているところが多数ある。 

＊はちみ会は生活介護もやっておいるし、実態的には近いのではないか。 

＊はちみ会と、大きな収益をあげている甲賀でいけたらと思う。 

＊８月～９月で調整してみる 

＊案では利用者も対象になっているが、その意義は。 

＊案では利用者も隊商路なっているが、今回に関して、まずは先生と職員で行く。 

 

５．その他（プレゼンテーションについて 等） 

＊次回は野の花になるので、よろしくお願いする。 

＊プレゼンに際しては、このカテゴリー自体が強みになるということを理解してほしい。また、数字の根拠は必要になる。 

＊数字のデータは出すのが難しいが、やってみる。 

＊一つおさえておきたいのは、何のためのプレゼンかということ。 

＊コンサルタント入れる前に優先調達に向けた製品の質の向上をして、自分たちで確認しあうことが必要になる。そこから企

業や行政に向けたアピールにつなげていきたい。 

＊事業所登録をしてもらいたい。 

＊プレゼンには、「相手」が必要。相手にあわせてやるのがプレゼンだと思う。 

＊製品の質を上げるための練習プレゼンという確認だったと思う。 

＊プレゼンのための練習ともいえる。コンサルタントの言いなりになってやるのではもったいないと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               次回開催日：8月 7日予定 


